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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
北区浮間三―一一―二六　電話(３５５８)５５８３


家族会のみなさんへ

お年玉とお菓子、ありがとうございました。
（利用者一同）
一月二十三日（土）、今年初めての家族会とホーム喫茶でした。

今年は、家族会のみなさんが数人分を担当し、ポチ袋の名前を一人一人読み上げて、お年玉を渡して頂きました。

自分の名前を読んで下さるのを待っている利用者さん達の真剣な表情や、「私はまだ呼ばれていませんよ。」とアピールされる方等、生き生きとした楽しい情景でした。
頂いたお年玉を嬉しそうに手にされている方に、「今度のお菓子販売の時に使えるように、失くさないようにお預かりしましょうか？」と、皆さんの席の間を暗躍してお預かりさせていただきました。（一月二十三日付で小口現金に入っています。後日発行の預り金報告をご確認ください。）
なかにはご自分で管理される方もあります。いずれにしても。嬉しそうな表情でしっかりと仕舞われていました。

また家族会の方から、お年玉だけではなく、新年のお菓子のプレゼントもありました。今年は利用者の皆さんが大好きな「ドラ焼き」です。家族会のみなさんから、袋から取り出してもらうのを待っている皆さんの嬉しそうな顔々。
お正月はいいものですね。
ボランティア活動について　
「北区高齢者いきいきサポーター制度」とは？
　六十五歳以上の方々が、ボランティア活動を通じてより元気になることを目的とした制度です。ボランティア活動ごとに押印されるスタンプ数に応じて、交付金をお渡しします。

　登録説明会に参加し登録申請をすると、いきいきサポーターとして活動することができます。

★一時間につき一スタンプ、一日二スタンプまで。

　交付金（一スタンプ＝百円）の上限は年間最大五千円です。

★スタンプの対象は、いきいきサポーター受け入れ施設で行うボランティア活動です。
〈申し込み・問い合わせ先〉

ＮＰＯ法人東京都北区市民活動推進機構

（北区ＮＰＯ・ボランティアぷらざ内）
前記の制度により、さくら荘にも少しずつボランティアさんが活動を始めて下さっています。シーツ交換や洗濯物の整理、繕いもの等をお願いしています。

この制度がもっと広がっていくよう、ご紹介します。
退所のお知らせ　　　　　　　Ｓ・Ｋ　さん
Ｓさんはさくら荘で約十年を過ごされました。

いろんな利用者の方と上手に関係をもたれていて、職員からのいろいろのお願いにも「いいよ。」と協力をして下さる、協調性のある方でした。
昨年は入退院の繰り返しでした。ご家族と相談して、最期をさくら荘で過ごされました。多くの職員が、Ｓさんにいろいろな思い出話をして、お送りしました。

心からのご冥福をお祈り致します。（享年八十三才）
入所のお知らせ　　　　　　　　　　　Ｏ・Ｔ　さん

Ｏさんは大正十三年三月生まれ、誕生日が来たら九十二歳。
ご自宅でゆっくり生活しておられていたので、最初はびっくりのご様子でしたが、今では九十九才のＫさんや九十七才のＮさん、九十一才のＦさんと同じテーブルで、挨拶を交わしたり何やら話されている姿を拝見すると、なんだかほのぼのといたします。
みんなでゆっくり、のんびり生活していきましょう。
　どうぞよろしくお願いいたします。

Ｔ・Ｈ　さん

Ｔさんは昭和六年二月生まれ、八十五歳になられたばかりです。グループホームから入所されました。

慣れない所へ来て緊張のあまり、目を閉じて過ごされることが多いのですが、「介助で歩き始めたら、表情がいきいきされるんですよ。」とワーカー（介護職員）たちからの話があります。
Ｔさんの今ある力を維持、活用して、安心して生活していただける様、支援していきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。
家族会（報告）　（一月二十三日）報告・（家族会書記）
●十二～一月の報告と二月のスケジュールについて
＊施設長の挨拶
ニ〇一六年初めての家族会。本年もよろしくお願いいたします。インフル、ノロなど感染症に注意が必要な時期。職員一同細心の注意を払って仕事を進めていきます。
＊家族会会長の挨拶
去年母を亡くした。寂しい気持よりも、施設やスタッフに生かして頂いたという気持が強い。いろいろお世話になり感謝しています。
＊スタッフからの報告
・一月には七草あずき粥を。二月はちらし寿司、三月は手打ちそばを予定。季節を感じるメニューで、食を楽しんで頂きたいと思っています。（栄養士）
・十二月の老人健診に基づいて、それぞれのケアプランを見直し、説明を行っています。順次ご案内しています。（看護師）
・二月に、西が丘園でグループケア、八時間夜勤の研修を予定しています。終了後研修報告いたします。（相談員）
・十二月に入居者への誤薬事故がありました。お顔と薬の名前の確認が充分ではなかったために生じました。素早く処置し、幸い大事に至りませんでしたが、本当に申し訳ありませんでした。（相談員）
＊家族から

・事故は残念。その原因と対策をスタッフで共有し今後に活かして欲しい。二十九年に新しい施設に移るが、今から、スタッフ教育および組織としてのフォローをお願いします。
・一年たち慣れたのか穏やかな日々を送っています。看取りの話はスタッフの温かな気持を感じました。
・毎月のメッセージカードで施設の状況を知ることができ、安心、感謝しています。
・「ありがとう」の言葉は嬉しい。先に「ありがとう」を言わないと、「ありがとう」を聞くことは難しいと思っています。
・入居者におやつをあげていいですか？（スタッフへ内容や量などをお知らせ下さい。）
★二月の家族会・定例会は、四階フロアで


平成二十八年二月二十七日（土）午後一時三十分～


　多数の方のご参加をお待ちしています。








